
狭域モニタリング情報を用いた
放出源情報推定手法の開発

I. 背景

空間吸収線量率の測定値から放出率を推定するために
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II. 目的

★ 放射性物質が大気中に異常放出される緊急時
・放出源情報の迅速な入手が困難な状況
・環境モニタリングで得られる空間吸収線量率の活用が必要

★ 放出源情報推定方法
・数100から1,000 kmの広域スケール・・・推定方法は存在1),2)

・数10 km以下の狭域スケール・・・推定方法は開発段階3)

★ 数値計算モデルで計算された線量率分布の計算精度
・入力する放出源情報の精度に依存

放出源情報：放出地点・高度・開始時間・継続時間・放出量・核種組成

空間吸収線量率の測定値から放出率を推定するために,
1)大気拡散モデルの構築,2)東海村JCO臨界事故へ適用,
3)放出率の推定と考察,を行う.

大気拡散モデルを構築しJCO事故時の空気収集線量率を計算した.
計算結果と測定結果から放出率を算出した. 本研究と旧原研の推定値を比較した結果,
推定値には大きな矛盾が無いことが分かった.
大気拡散モデルの再現性について1)風速, 2)風向, 3)線量率の計算値と測定値を

比較した. 線量率計算は風速場計算の誤差による影響が大きいことが分かった.
課題 線量率水平分布の修正による大気拡散モデルの再現性向上

III. まとめと今後の課題

IV. 大気拡散モデルの概要

★ モデル計算の流れ
・気象モデルMM54)とランダムウォークモデルを結合
・MM5により時間的・空間的に高分解能な気象場を作成

★ 計算領域
・ネスティングを行い最終的にD4で得られる
風速・拡散係数をランダムウォークモデルに入力

★ 計算条件

大気中へ放射性物質が放出された

東海村JCO臨界事故に適用,
放射性希ガス放出率を推定

課題 ・線量率水平分布の修正による大気拡散モデルの再現性向上
・放出率推定方法の確立
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V. 計算結果と考察

★ 放出源情報

D2
D3

D4 50 ｋｍ四方

鉛直分解能：24分割（0.0, 10.0, 20.0, 30.0 5000 m）
出力時間 ：10分毎
計算期間 ：1999年 9月30日 09:00～1999年10月01日 09:00

放出率 ：単位放出 （建屋内滞留時間：5分）
放出位置 ：JCO建屋、高さ18m
放出期間 ：1999年 9月30日 10:35～1999年10月01日 06:15
計算核種 ：希ガス（11）とその壊変生成物（3）
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★ 放射性希ガ 放 率 推定

（空気吸収線量率の測定値）
（1 Bq h-1放出を仮定した計算値）

放出率S ＝

★ 放射性希ガス放出率の推定

放出率推定値のばらつき
・・・ 大気拡散モデル計算精度の影響 大

REF. ORG. IMP.
・放出率幾何平均（TBｑ h-1） 8.0 6.0 1.8
・対数標準偏差 0.27 0.69 0.49

REF.（旧原研の大気拡散による推定値） 8.0 TBq h-1

核分裂数による推定値（総核分裂数2.5×1018）20
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各時間での放出率の推定値 相対放出率推定値のヒストグラム

★ 風速・風向の測定値と計算値の比較
・期間：1999年9月30日 9：00から10月1日 9：00
・比較地点A（門部）、B（舟石川）
茨城県那珂郡東海村におけるモニタリング地点
地上観測10分平均

風向の再現性 良 風速の再現性 過大

★ 10分平均空間吸収線量率の測定値と計算値の比較
・計算値1（ORG.） ：気象モデルによる風速場計算値を入力
・計算値2（ IMP. ） ：0-400 m 測定値をもとに作成した風速場を入力

：400 m 以上気象モデルによる風速場計算値を入力

A

B

建屋内滞留時間 ：00 分
建屋内滞留時間 ：05 分
建屋内滞留時間 ：40 分

48 TBq h-1

21 TBq h-1

1.8 TBq h-1

各測定地点へのプルーム到達時間の再現精度・・風速場の精度に依存
測定値と計算値のプルーム到達時刻の違いから,
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風向の再現性 良 風速の再現性 過大
9/30 9時-17時 東風 測定値2 m s-1以下で過大計算.
9/30 17時-19時 東～南～北西風 測定風速が小さい時に風向の

9/30 19時-10/1 3時 北西～北東風 再現性も低下傾向.

B) 舟石川A) 門部
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風速や風向を修正するようなデータ同化や風速場の修正が必要
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